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～令和５年度決算を認定～

各会計における執行状況を確認！各会計における執行状況を確認！
会　計　名 歳　入　額 歳　出　額

　　　　一 般 会 計 228億3381万6732円 218億4960万837円

　　　　国民健康保険特別会計 51億3515万295円 48億8835万7326円

　　　　後期高齢者医療特別会計 5億8495万7150円 5億8280万8050円

　　　　介 護 保 険 特 別 会 計 45億1549万1835円 43億6111万1529円

　　　　土 地 取 得 特 別 会 計 7750万8675円 5893万2625円

　　　　農業集落排水事業特別会計 1305万5277円 947万4302円

　　　　水 道 事 業 会 計 収益的　9億9020万3078円
資本的　1億290万200円

収益的　9億7391万7442円
資本的　3億7116万9643円

決
算
審
査
で
の
主
な
質
疑

決
算
審
査
で
の
主
な
質
疑

道
路
補
修
箇
所
の
早
期
発
見

に
向
け
て

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
へ
の
補
助
は

思
春
期
講
座
の
効
果
は

観
光
振
興
の
成
果
は

「
は
じ
め
て
の
日
本
語
教
室
」
の

内
容
は

一
般
財
源
の
支
出
額
は

駐
車
料
金
の
徴
収
業
務
の
内
訳
は

財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
の

状
況
は

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
へ
向
け
て

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
に
よ
る
、

歳
入
の
大
き
な
繰
り
入
れ
を
し

な
く
て
済
ん
だ
理
由
は

歳
入
に
お
い
て
税
収
と
譲
与
税

お
よ
び
交
付
金
が
当
初
予
算
で

見
込
ん
で
い
た
額
よ
り
多
か
っ
た
た
め
、

財
政
調
整
基
金
の
切
り
崩
し
を
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

情
報
化
推
進
業
務
の
具
体
的
な

内
容
は
。
ま
た
、
こ
の
費
用
は

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
か

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
自
治
体

で
使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
に
向
け
、
現
在
と
標
準
化
後
の

シ
ス
テ
ム
の
差
異
を
分
析
し
、
業
務
内

容
の
見
直
し
を
行
う
も
の
。
こ
の
費
用

に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度
限
り
の
支
出

と
な
る
。

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
と
市
民
レ
ポ

ー
ト
の
情
報
を
基
に
補
修
業
務

に
当
た
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
何

件
あ
る
か道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
関
し
て
は
、

職
員
が
月
に
２
回
行
っ
て
い
る

が
件
数
は
数
え
て
い
な
い
。
市
民
レ
ポ

ー
ト
は
97
件
の
通
報
が
あ
っ
た
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る

際
の
補
助
金
の
金
額
は
い
く
ら

か

市
内
在
住
の
方
で
新
た
に
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
場
合

に
は
、
購
入
費
と
設
置
費
の
３
分
の
２

を
補
助
し
、
上
限
は
５
万
円
。
戸
建
て

住
宅
を
新
築
す
る
場
合
に
は
、
一
律
１

万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

参
加
者
等
の
思
春
期
講
座
の
感

想
は

中
学
生
か
ら
は
、
正
し
い
性
教

育
や
思
春
期
教
育
を
知
る
こ
と

が
で
き
す
ご
く
良
か
っ
た
、
自
分
も
そ

の
よ
う
な
時
期
が
来
た
ら
パ
ー
ト
ナ
ー

を
大
切
に
し
た
い
、
と
の
感
想
を
頂
い

た
。
先
生
方
か
ら
は
と
て
も
大
事
な
事

業
と
評
価
を
頂
い
た
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
負
担
金

が
令
和
３
年
度
よ
り
増
額
に
な

っ
た
が
、
理
由
と
成
果
は

従
来
ど
お
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
加

え
、
旅
行
会
社
や
関
係
団
体
と

連
携
し
、
中
国
の
方
を
５
団
体
受
け
入

れ
た
。
今
後
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

運
営
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
精
査

し
て
い
く
。

「
は
じ
め
て
の
日
本
語
教
室
」

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
外
国
人
住
民

へ
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か

日
本
語
教
室
で
は
、
基
礎
的
な

日
本
語
と
生
活
に
必
要
な
知
識

を
教
え
て
い
る
。
今
後
も
防
災
研
修
等

を
行
い
、
外
国
籍
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業
に
県

助
成
金
と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
充
当
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

一
般
財
源
か
ら
の
支
出
は
ど
の
程
度
か

全
体
額
が
８
５
９
万
円
で
、
県

か
ら
97
万
円
の
助
成
が
あ
り
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
３
０
０
万

円
を
充
当
し
て
い
る
た
め
、
一
般
財
源

か
ら
の
支
出
は
実
質
約
４
６
２
万
円
で

あ
る
。

海
岸
清
掃
等
業
務
に
お
け
る
海

水
浴
場
の
駐
車
料
金
徴
収
業
務

に
か
か
る
金
額
の
内
訳
は

海
水
浴
場
の
駐
車
料
金
徴
収
に

か
か
る
委
託
費
は
４
７
０
万
円
。

内
訳
と
し
て
は
、
静
波
海
岸
が
２
７
０

万
円
、
さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
が
２
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

牧
之
原
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
事

業
者
の
詳
細
と
、
市
内
で
創
業
を
開
始

し
た
事
業
者
の
進
捗
状
況
を
伺
う

ま
き
チ
ャ
レ
２
０
２
３
に
参
加

し
た
７
社
が
今
年
度
創
業
予
定

で
既
に
２
社
が
市
内
で
登
記
し
て
い
る
。

他
の
事
業
者
に
つ
い
て
も
創
業
に
向
け

動
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ま
き
チ
ャ

レ
２
０
２
２
で
大
賞
を
受
賞
し
た
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る

事
業
の
事
情
に
よ
り
体
制
が
整
わ
な
い

と
い
う
こ
と
で
遅
れ
て
い
る
。

答答

答

答

答

答

答

答

答 答

問問

問

問

問

問

問

問

問 問

第２回牧之原市チャレンジビジネスコンテスト
（まきチャレ）表彰式の様子

ま
き
チ
ャ
レ
参
加
者
の
現
在
の
状

況
は

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
市
民
レ
ポ
ー
ト
画
面

思春期講座の様子
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部
署
間
で
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か

契
約
等
発
注
に
か
か
る
入
札
参
加

資
格
等
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、

業
者
選
定
や
発
注
方
法
に
つ
い
て
は
協
議

し
て
い
た
が
、
議
決
が
必
要
か
の
チ
ェ
ッ

ク
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

財
産
の
取
得
に
関
し
、
追
認
の
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

(

議
案
第
65
・
66
・
67
・
68
号)

議
案
へ
の
主
な
質
疑

議
案
へ
の
主
な
質
疑

な
ぜ
明
ら
か
な
動
産
ま
で

追
認
議
案
提
出
ま
で
の
経
緯

他
部
署
の
状
況
は

な
ぜ
明
ら
か
に
動
産
と
な
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
購
入
に
つ

い
て
、
議
決
が
必
要
と
判
断
で
き
な
か

っ
た
の
か各

小
中
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
を
一
括
で
購
入
し
た

契
約
で
あ
っ
た
た
め
、
本
来
全
校
分
で

１
件
の
金
額
と
し
て
判
断
す
る
べ
き
だ

っ
た
が
、
１
校
単
位
の
金
額
で
判
断
し

て
し
ま
っ
た
。

今
回
は
所
管
が
教
育
委
員
会
で

あ
っ
た
が
、
他
部
署
に
お
い
て

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
な
い
と
断
言
で
き

る
か

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
は
調
査
、
確
認
を
行
っ

た
た
め
、
そ
の
５
年
間
分
に
つ
い
て
は

問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答

問 問

9月9月
定例会定例会

予
定
価
格
が
２
０
０
０
万
円
以
上
の
動
産

の
買
い
入
れ
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
経
て
購
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
議
会
の
議

決
を
経
ず
に
執
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

追
認
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　

９
月
定
例
会
最
終
日
に
、
令
和
５
年
度

を
含
む
３
ケ
年
に
お
よ
ぶ
物
品
購
入
に
関

す
る
契
約
事
務
の
不
手
際（
議
会
の
議
決

を
経
て
い
な
か
っ
た
）が
判
明
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計

の
決
算
認
定
に
係
る
議
案
が
上
程
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
急
遽
物
品
購
入
に
関
す

る
追
認
議
案
の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。
会

議
の
中
断
、
議
事
日
程
の
追
加
な
ど
に
よ

り
、
予
定
し
て
い
た
時
間
よ
り
大
幅
に
遅

れ
て
の
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は

問

牧
之
原
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

無
保
険
状
態
に
な
ら
な
い
の
か

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
現
行
の
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
証
が
発
行
さ
れ
な
く

な
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一
本
化
は
、

シ
ス
テ
ム
障
害
や
カ
ー
ド
の
更
新

忘
れ
、
資
格
情
報
の
変
更
に
よ
る
タ
イ
ム

ラ
グ
等
に
よ
り
、
無
保
険
状
態
に
な
ら
な

い
か

保
険
者
に
確
認
を
取
れ
ば
資
格
確

認
で
き
、
一
定
期
間
を
経
過
し
て

も
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
資
格
確
認
書
を
発
行
す
る

の
で
、
10
割
負
担
と
は
な
ら
な
い
。

答 問

討 論討 論（
大
石
議
員
）

本
日
の
経
緯
か
ら
賛
成
で
き
な

い
。
違
法
に
取
得
し
た
動
産
に

関
し
て
、
当
初
の
取
り
扱
い
が

逆
と
い
う
こ
と
で
、
今
朝
か
ら
の
異
常
事

態
と
な
っ
て
い
る
。
過
ち
が
判
明
し
た
段

階
で
即
対
応
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
無
効

状
態
を
有
効
に
す
べ
き
追
認
議
案
の
提
出

が
取
ら
れ
た
が
、
こ
れ
で
問
題
な
し
と
は

な
ら
な
い
。
ま
た
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

も
問
わ
れ
、
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

財
産
の
取
得
に
関
し
、
追
認
の

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

(

令
和
５
年
度
市
単
独
事
業
小
学

校
教
科
書
改
訂
に
伴
う
教
師
用

教
科
書
・
指
導
書
購
入)

反対反対

そ
の
他
の
議
案
へ
の
質
疑

そ
の
他
の
議
案
へ
の
質
疑

９月定例会   ９月定例会   補正予算の審査補正予算の審査

・住基ネット関連機器入れ替えに伴う経費
・午睡チェックカメラ設置に係る経費
・衆議院議員総選挙の執行に係る経費
・相良中学校プール解体工事に係る経費

○今回の補正予算の主な内容

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
は

施
設
の
点
検
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か

道
路
新
設
改
良
費(

委
託
料)

　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
万
円
増
額

温
泉
会
館
大
規
模
改
修
事
業
費

　
　
　
　
　
１
４
８
７
万
８
千
円
増
額

国
道
１
５
０
号
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
経
費
は
、
新
た
に
発
注

す
る
も
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
の
か

国
道
１
５
０
号
バ
イ
パ
ス
の
整

備
手
法
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
新
た
に
業
務
委
託
を
発
注
す

る
も
の
。
沿
岸
部
の
景
観
を
守
り
つ
つ
、

防
潮
堤
の
嵩
上
げ
の
高
さ
や
設
置
箇
所

に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

く
。

施
設
の
定
期
点
検
の
方
法
や
修

繕
の
計
画
は

月
に
１
度
、
専
門
の
保
守
点
検

業
者
が
保
守
点
検
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
１
日
に
５
回
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
目
視
点
検
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
も
、
長
期
修
繕
計
画

を
立
て
、
計
画
的
な
施
設
管
理
を
行
う
。

問問 答答

討 論討 論
（
大
石
議
員
）

現
行
の
保
険
証
の
廃
止
に
反

対
。
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一

本
化
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
へ
の
強
制
に
つ
な
が
る
。
無
保

険
状
態
に
は
な
ら
な
い
と
言
う
が
、
断

言
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
に
、
過
剰
な

投
薬
や
不
要
な
診
療
を
防
げ
る
と
あ
る

が
、
医
療
情
報
は
レ
セ
プ
ト
に
よ
る
も

の
で
１
ケ
月
遅
れ
と
な
り
、
お
薬
手
帳

で
十
分
と
の
現
場
の
声
が
あ
る
。

（
名
波
議
員
）

当
該
規
定
は
、
市
か
ら
の
被

保
険
者
証
の
返
却
に
応
じ
な

い
場
合
の
罰
則
を
定
め
て
い

る
。
法
の
改
正
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
一
体
化
さ
れ
、「
被
保
険
者
証

の
返
却
を
求
め
る
」行
為
が「
あ
り
得
な

い
行
為
」と
な
り
、
存
在
し
な
い
行
為

に
対
す
る
罰
則
の
規
定
が
残
る
こ
と
は
、

条
例
と
し
て
適
正
な
状
態
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
本
条
例
改
正
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。 牧

之
原
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

反対反対賛成賛成

工事が予定されるさがら子生れ温泉会館

用語解説用語解説
※Jクレジット　省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるCO2等の排出削減量や、適切
な森林管理によるCO2等の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度。クレジットの活用を通じ、地
球温暖化対策への取り組みのPRを行うことや、企業等へ売却することにより売却益を得ることができるもの。

追
認
議
案
を
審
議
！

答 答市
政
に
対
す
る

市
政
に
対
す
る

　
　
　

　
　
　

  

総
括
的
な
質
疑

総
括
的
な
質
疑

地
元
生
産
者
の
取
り
引
き
手
数
料
は

次
年
度
の
戦
略
は

道
の
駅
の
生
産
者
等
の
取
り
引

き
手
数
料
を
低
減
し
、
地
元
生

産
者
の
利
益
に
つ
な
が
る
よ
う
株
式
会

社
Ｔ
Ｔ
Ｃ
へ
交
渉
し
て
ほ
し
い
が
い
か

が
か
。
ま
た
、
バ
イ
オ
炭
の
※
Ｊ
ク
レ

ジ
ッ
ト
登
録
後
の
取
り
引
き
に
つ
い
て
、

市
内
企
業
等
へ
の
営
業
活
動
状
況
は

株
式
会
社
Ｔ
Ｔ
Ｃ
に
手
数
料
引

き
下
げ
を
依
頼
し
検
討
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
ま
だ
で
あ

る
が
、
市
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

推
進
の
一
環
と
し
て
、
市
内
企
業
へ
の

営
業
を
進
め
る
。

海
水
浴
場
の
誘
客
に
つ
い
て
、

海
水
浴
場
運
営
委
員
会
と
計
画

す
る
次
年
度
に
向
け
て
の
具
体
的
な
戦

略
は

海
水
浴
だ
け
で
な
く
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
、
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
で
あ

っ
た
り
、
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
誘
客
を
考
え
て
い
き
た

い
。
夏
の
シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
な
く
、
１

年
を
通
し
て
海
を
活
用
し
て
集
客
を
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
沿
岸
部
活
性

化
の
事
業
を
進
め
て
い
る
。

答答 問問
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　寃罪被害者を救済するための再審手続に関する法律上の規定は、刑事訴訟法に僅か19か条しかなく、
再審手続をどのように行うかは、裁判所の裁量に委ねられていることから、再審請求手続の審理の適正さ
が制度的に担保されず、公平性も損なわれている。
　また、現行法には捜査機関の手元にある証拠を開示させる明確な規定がなく、再審請求手続において証
拠開示の範囲に大きな差が生じているのが実情であり、その是正のために証拠開示のルールを定めた法律
の制定が必要不可欠である。
　さらに、再審開始決定がなされても、検察官の不服申し立てにより、寃罪被害者の速やかな救済の妨げ
となっていることから、再審開始決定がなされたのであれば、速やかに再審公判に移行するべきであるた
め、再審開始決定に対する検察官の不服申し立ては認めるべきではない。
　よって国においては、寃罪被害者を早期に救済するために、下記の事項について、刑事訴訟法の再審規
定(再審法)を速やかに改正するよう求める。

　１　再審請求手続きの審理の適正化に資する規定を整備すること。
　２　再審請求手続きにおいて、全ての証拠を開示する規定を整備すること。
　３　再審開始決定に対する検察官の不服申し立てを禁止すること。

「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」
要　旨

討 論討 論
（
中
野
議
員
）

議
会
運
営
申
し
合
わ
せ
事
項

に
よ
る
と
意
見
書
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、「
係
争
中
の

裁
判
事
件
に
関
す
る
も
の
は
、
原
則
と

し
て
取
り
扱
わ
な
い
。」と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
意
見
書
は
、
再
審
法
の
内
容
に

つ
い
て
、
立
法
府
で
あ
る
国
に
対
し
改

正
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
議
会
運
営

申
し
合
わ
せ
事
項
に
適
さ
ず
、
地
方
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
で
は
な
い
と
考

え
る
。

（
濵
﨑
議
員
）

寃
罪
被
害
者
を
救
済
す
る
た

め
の
再
審
だ
が
、
捜
査
機
関

の
手
元
に
あ
る
証
拠
を
開
示

さ
せ
る
明
確
な
規
定
が
な
く
、
再
審
開

始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
し

立
て
が
認
め
ら
れ
る
等
、
現
在
の
再
審

制
度
自
体
が
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
寃
罪
は
、
市
民
の
誰
も
が
当
事
者

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、市
民
の
生
命
・

財
産
・
人
権
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
改
正
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規

定(

再
審
法)

の
改
正
を
求

め
る
意
見
書

反対反対賛成賛成

～ 議 決 結 果 と 概 要 ～

・９月定例会（全会一致のもの）
件　　　　　名 結果 概　　　　　要

人
事

案
件

公平委員会委員の選任について 同意 公平委員会委員に「水野悦裕」氏を選任するもの。

教育委員会委員の任命について 同意 教育委員会委員に「池ケ谷祐太」氏を任命するもの。

決
算
認
定

令和５年度牧之原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額：51億3,515万295円　歳出決算額：  48億8,835万7,326円

令和５年度牧之原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額：5億8,495万7,150円　歳出決算額：  5億8,280万8,050円

令和５年度牧之原市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額：45億1,549万1,835円　歳出決算額：43億6,111万1,529円

令和５年度牧之原市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額：7,750万8,675円　歳出決算額：5,893万2,625円

令和５年度牧之原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額：1,305万5,277円　歳出決算額：947万4,302円

令和５年度牧之原市水道事業会計決算の認定について 認定 収益的収入決算額：9億9,020万3,078円　収益的支出決算額：9億7,391万7,442円 
資本的収入決算額：1億290万200円　資本的支出決算額：3億7,116万9,643円

条
例

改
正 牧之原市手数料条例の一部を改正する条例 可決 令和7年1月から、コンビニエンスストア等に設置されている多機能端末を介した税証明書の交付

サービスを開始するに当たり、交付に係る手数料の額を定めるため所要の改正を行うもの。

契
約 牧之原市相良総合グラウンド人工芝整備工事の請負契約について 可決 契約金額3億4749万円で相良・鈴木特定建設工事共同企業体と契約するもの。

補
正
予
算

令和６年度牧之原市一般会計補正予算（第４号） 可決 3億2,428万1,000円を増額し、予算額を227億369万4,000円とするもの。

令和６年度牧之原市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 9,083万8,000円を増額し、予算額を45億2,289万8,000円とするもの。

令和６年度牧之原市一般会計補正予算（第５号） 可決 3億7,211万2,000円を増額し、予算額を230億7,580万6,000円とするもの。

追
認

財産の取得に関し追認の議決を求めることについて（令和元年度校内無線Ｌ
ＡＮアクセスポイント購入）

可決

予定価格が２０００万円以上の動産の買い入れについては、条例の規定により議会の議決を経て
購入しなければならなかったところ、議会の議決を経ずに執行していたことから、追認の議決を
求めるもの。

財産の取得に関し追認の議決を求めることについて（令和元年度市単独事業 
小学校教科書改訂に伴う教師用教科書・指導書及び教材備品購入）

可決

財産の取得に関し追認の議決を求めることについて（令和３年度市単独事業 
牧之原市学習系インターネット接続改善に伴うセキュリティ対策機器購入）

可決

議
員

発
議 地震財特法の延長に関する意見書 可決 国において、地震対策緊急整備事業計画の根拠となっている「地震防災対策強化地域における地

震対策緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」を延長するよう強く求めるもの。

・９月定例会（賛否が分かれたもの）
〇 ：賛成 ● ：反対

※議長（村田）は採決に加わりません 結果 石
山
谷
口
絹
村
名
波
加
藤
木
村
松
下
種
茂
濵
﨑
植
田
太
田
中
野
大
石
原
口
村
田 概　　　　　要

人
事 

案
件 教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― 教育長に「橋本勝」氏を任命するもの。

決
算

認
定

令和５年度牧之原市一般会計歳入
歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ― 歳入決算額：228億3,381万6,732円　歳出決算額：218億4,960万837円

条
例

改
正

牧之原市国民健康保険条例の一部
を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― 令和６年12月2日から現行の国民健康保険の被保険者証が発行され

なくなるため、所要の改正を行うもの。

規
約 

変
更

静岡県後期高齢者医療広域連合規
約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― 令和６年12月2日から、現行の後期高齢者医療保険の被保険者証が

発行されなくなるため所要の改正を行うもの。

追
認

財産の取得に関し追認の議決を求
めることについて（令和５年度市
単独事業 小学校教科書改訂に伴
う教師用教科書・指導書購入）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ―

予定価格が２０００万円以上の動産の買い入れについては、条例の
規定により議会の議決を経て購入しなければならなかったところ、
議会の議決を経ずに執行していたことから、追認の議決を求めるも
の。

議
員 

発
議

刑事訴訟法の再審規定(再審法)の
改正を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ― 冤罪被害者を早期に救済するため、刑事訴訟法の再審規定(再審法)

の改正を求めるもの。

合
併
特
例
債
の
割
合
は

被
害
全
て
を
把
握
し
て
い
る
の
か

中
学
校
施
設
解
体
事
業
費

　
　
　
　
　
４
９
８
８
万
５
千
円
増
額

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
５
９
６
万
円
増
額

合
併
特
例
債
、
除
却
債
を
使
う

か
と
思
う
が
、
そ
の
割
合
は

解
体
費
用
の
財
源
と
し
て
合
併

特
例
債
や
除
却
債
を
使
用
す
る
。

事
業
費
へ
の
充
当
率
は
95
％
で
交
付
税

算
入
率
は
70
％
の
合
併
特
例
債
と
な
る
。

市
内
各
区
か
ら
の
台
風
10
号
に

よ
る
災
害
報
告
を
全
て
網
羅
で

き
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
各
区
か
ら

の
報
告
等
が
あ
っ
た
場
合
ど
う
す
る
か

市
民
か
ら
通
報
等
が
あ
っ
た
箇

所
を
、
台
風
後
に
全
て
現
地
確

認
し
て
い
る
。
今
後
報
告
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
現
地
確
認
し
対
応
す
る
。

問問 答答

意見書意見書
意見書・要望書の

全文は
こちらから

内閣総理大臣らに
提出しました。

　本市は、海岸線15kmを有するまちであり、かつ、東海地震に係る地震防災対策強化地域であることから、
静岡県が作成した地震対策緊急整備事業計画に基づき、各般にわたる地震対策を鋭意講じているところで
ある。
　この計画は令和６年度末で期限切れを迎えるが、依然として必要な事業が数多く残されている。
　よって国においては、地震対策緊急整備事業計画の根拠となっている「地震防災対策強化地域における
地震対策緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」を延長するように強く要望する。

「地震財特法の延長に関する意見書」
要　旨

意見書意見書
意見書・要望書の

全文は
こちらから

内閣総理大臣らに
提出しました。

～ 議 決 結 果 と 概 要 ～
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劣
化
が
見
ら
れ
る
自
由
の
女
神
像

静
波
海
岸
「
自
由
の
女
神

像
」
の
劣
化
へ
の
対
応
は

自
由
の
女
神
像
は
観
光
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

修
繕
方
法
等
検
討
し
た
上
で
、
来

年
度
に
予
算
計
上
し
て
い
く
。
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
に
関
し
て
は
県
と
の

協
議
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後

検
討
す
る
。

海
岸
ト
イ
レ
等
の
整
備
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
清
掃
を
委
託
し
て
い
る
。

シ
ャ
ワ
ー
の
有
料
化
は
費
用
対
効

果
を
考
え
る
と
難
し
い
。

サ
ー
フ
ィ
ン
エ
リ
ア
で
の

ゴ
ミ
の
対
応
策
、
外
国
語

表
記
の
啓
発
看
板
は
。
ま
た
、
夏

季
の
駐
車
場
有
料
化
は

老
朽
化
し
た
文
化
財
へ
の

対
応
は

文
化
財
の
所
有
者
や
専
門

家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
密
に
し
、
補
助
金
を
交
付

す
る
な
ど
所
有
者
に
寄
り
添
っ
て

い
く
。
東
光
寺
の
藤
棚
の
老
朽
化

は
観
光
課
で
見
積
も
り
を
取
り
検

討
し
て
い
く
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後

の
管
理
に
つ
い
て
対
策
は

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
当
市
で
は
保
存

に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
た
り
、

専
門
的
な
知
識
を
持
つ
職
員
の
巡

回
な
ど
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

文
化
財
の
価
値
や
重
要
性
を
発
信

し
て
理
解
を
促
し
、
担
い
手
が
少

し
で
も
増
え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

文
化
財
の
観
光
施
策
へ
の

活
用
は

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
イ
ベ
ン

ト
期
間
に
、
情
報
発
信
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
提
供
な
ど
観

光
誘
客
の
促
進
に
努
め
、
来
年
始

ま
る
大
河
ド
ラ
マ
を
活
用
す
る
。

ま
た
、
現
在
、
市
内
の
周
遊
ア
プ

リ
の
製
作
を
進
め
て
い
る
。

静
波
区
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
環
境
美
化
を

行
い
、
地
元
サ
ー
フ
ァ
ー
も
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。
看

板
は
多
言
語
化
や
絵
な
ど
で
分
か

る
よ
う
な
表
記
に
す
る
な
ど
協
議

し
て
い
く
。
駐
車
場
有
料
化
は
市

の
負
担
増
加
が
予
想
さ
れ
難
し
い
。

さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
駐
車

場
の
舗
装
整
備
は

県
の
施
工
に
よ
り
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
観

光
誘
客
に
直
結
す
る
よ
う
な
駐
車

場
整
備
の
実
現
の
た
め
に
、
県
と

協
議
し
て
い
く
。

問問問

問問問

問

答答

答答答

答答

海岸の環境整備

当
市
は
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
よ
う
沿
岸
部
活

性
化
を
推
進
し
て
い
る
。
多
く
の
方
の
来
訪
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
が
課
題
も
生

じ
る
。
そ
こ
で
海
岸
の
整
備
が
必
要
と
考
え
質
問
し
た
。

一般質問一般質問
市政を問う!! 市政を問う!! 

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

室
内
の
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
体
育
館
、
体
育
施
設

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
急
務
で
あ
る
。

工
事
不
要
の
移
動
式
エ
ア
コ
ン
で

あ
れ
ば
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
と
思

う
が
、
設
置
の
考
え
は
あ
る
の
か

市
が
管
理
・
所
有
す
る
学

校
体
育
館
が
12
、
そ
の
ほ

か
社
会
体
育
施
設
が
３
の
全
部
で

15
の
体
育
館
に
つ
い
て
少
し
検
討

を
始
め
て
い
る
。
具
体
的
な
設
備

な
ど
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
予
算
要
求
や
財
源
的

な
実
施
計
画
に
つ
い
て
も
併
せ
て

考
え
準
備
を
し
て
い
る
。

市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
、
一

覧
表
に
て
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
の
設
置
場
所
を
掲
載
し
て
い
る

が
、
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
を
活
用
す
れ

ば
よ
り
利
便
性
が
増
す
と
思
う
が

マ
ッ
プ
の
作
成
は
技
術
的

に
可
能
な
の
で
、
作
成
で

き
た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

周
知
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
民
間

施
設
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
て
、
来
年
以
降
に
い
か

し
て
い
け
ば
と
思
う
が

今
年
度
か
ら
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
を
始
め
た
が
、

利
用
者
の
声
を
聞
く
こ
と
ま
で
準

備
が
で
き
な
か
っ
た
。
来
年
度
に

向
け
て
は
、
専
用
の
用
紙
や
何
か

意
見
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う
に
考

え
て
い
く
。

問

問問

答

答答

住
民
税
非
課
税
の
高
齢
者

の
み
世
帯
や
、
重
度
の
障

が
い
者
の
い
る
世
帯
で
、
経
済
的

な
理
由
で
エ
ア
コ
ン
が
１
台
も
な

い
、
あ
っ
て
も
壊
れ
て
い
て
使
え

な
い
世
帯
に
対
し
て
、
エ
ア
コ
ン

購
入
や
修
理
費
用
の
補
助
や
助
成

を
検
討
し
て
は
ど
う
か

全
て
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
世
帯
や
障
が
い
者
の
い
る

世
帯
に
お
い
て
、
約
９
割
以
上
の

世
帯
が
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い

る
。
未
設
置
世
帯
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
設
置
し
な
い
理
由
な
ど
を
把

握
し
た
中
で
、
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

問答

熱中症対策の推進

近
年
、
気
温
上
昇
の
た
め
全
国
的
に
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
者
数
や
死
亡
者

数
が
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
内
訳
を
見
て
い
く
と
、
共
に
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
夏
場
の
ス
ポ
ー
ツ
や
学
校
で
の

体
育
の
授
業
、
部
活
動
中
に
熱
中
症
を
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
も
は
や
熱
中

症
は
身
近
に
起
き
る
大
変
危
険
な
病
気
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
の
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

今年から多くの自治体で導入された
クーリングシェルター

絹
き ぬ む ら

村 智
と も あ き

昭濵
は ま ざ き

﨑 一
か ず き

輝
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

当
市
に
は
多
く
の
指
定
文
化

財
が
あ
る
が
、
老
朽
化
や
担

い
手
不
足
等
の
課
題
が
あ
り

質
問
し
た
。

文
化
財
の
保
護
と
継
承観光スポット東光寺の長藤
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一般質問一般質問

さ
ま
ざ
ま
な
「
体
験
」
の

場
や
機
会
を
つ
く
る
こ
と

に
つ
い
て
方
針
や
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
何
か

子
ど
も
の
体
験
活
動
の
場

と
し
て
、
ま
き
の
は
ら
塾

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、「
Ｋ

Ｉ
Ｄ
Ｓ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　

ぼ
く
ら
の

ま
ち
の
は
ら
」
は
、
異
な
る
年
齢

の
子
ど
も
た
ち
が
触
れ
合
う
こ
と

で
、
人
間
関
係
、
ス
キ
ル
、
知
識

な
ど
多
く
の
学
び
や
体
験
が
で
き

る
よ
う
実
施
し
て
い
る
。

例
え
ば
野
菜
作
り
に
つ

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
植
え
方
な
ど
を
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は

今
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
入
っ
て
そ
の
後

は
な
く
点
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
、
植
え
た
だ
け
で
終
わ
り
で

は
な
く
て
、
一
緒
に
育
て
て
い
く
、

収
穫
し
た
も
の
を
み
ん
な
で
喜
ぶ

と
か
、
そ
う
い
っ
た
活
動
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
あ
れ

ば
実
現
で
き
る
と
こ
ろ
に
価
値
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問

問

答

答

青少年の体験活動の充実

子
ど
も
の
意
欲
や
主
体
性
等
、
自
分
を
高
め
る
力
を
育
む
た
め
に
は
、
豊
か
な
体
験
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
の
調
査
で
、
学
校
行
事
に
よ
っ
て
体
験
活
動
の
機
会
が
あ
る
も
の

の
、
学
校
外
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち

が
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
子
ど
も
の
成
長
に
つ
な
が
る
多
様
な
学
び
の
提
供
や

体
験
の
選
択
肢
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
か
ら
、
以
下
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

体
験
を
通
じ
て
育
成
し

た
い
資
質
、
そ
の
能
力

の
一
つ
に
自
己
肯
定
感
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
自
己
肯
定
感
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で
効

力
を
発
揮
す
る
も
の
な
の
か

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
負
け

ず
に
挑
戦
を
す
る
と
か
、

心
の
安
定
を
保
つ
と
か
、
人
間
関

係
を
円
滑
に
保
つ
だ
と
か
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
、
活
動
の
中
で
学

ん
で
自
信
を
持
っ
て
行
動
で
き
る

子
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

自
然
体
験
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
の
人
材
の
掘

り
起
こ
し
と
か
、
そ
の
活
動
に
対

し
て
の
支
援
の
考
え
は

補
助
金
申
請
も
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

の
で
、
ま
ず
は
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
始
ま
り
と
考
え

て
い
る
。

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

問問 答答

総
務
省
に
よ
れ
ば
、
全
国
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
率
は
７
割
を
超
え
て
い
る
。
カ
ー
ド
保
有
者
の
マ
イ

ナ
保
険
証
へ
の
利
用
は
全
体
の
11
・
13
％
と
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
公
的
基
盤
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る
入
退
所
管
理
へ
の
活
用
や
、
医

療
分
野
に
お
い
て
も
薬
剤
や
診
療
デ
ー
タ
に
基
づ
く
よ
り
良
い
医
療
な
ど
、
患
者
と
医
療
現
場
に
と
っ
て
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
電
子
処
方
箋
・
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
活
用
に
と
っ
て
核
と
な
る
、
我
が
国
の
医
療
Ｄ
Ｘ
を
進

め
る
基
盤
で
あ
る
。
現
行
の
健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
と
一
体
化
と
な
る
本
年
12
月
２
日
に

向
け
て
、
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
適
切
な
周
知
と
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
促
進
は

取
得
促
進
と
し
て
、
取
得

を
希
望
す
る
方
が
、
窓
口

に
来
ら
れ
た
場
合
、
職
員
が
申
請

書
作
成
の
補
助
や
無
料
の
写
真
撮

影
な
ど
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
職
員
が
高
齢
者
施
設
や
企
業
に

出
向
き
、
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
る
。
今
後
も
要
望
が
あ
れ
ば

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓

口
・
自
治
会
へ
の
周
知
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促

進
は

当
市
に
お
い
て
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
広
報
紙
・
市
独

自
の
チ
ラ
シ
な
ど
で
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
市

内
の
医
療
事
業
者
に
お
い
て
も
、

自
主
的
な
周
知
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

問

問

答

答

マイナ保険証の普及と利用促進

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

加
か と う

藤 彰
あきら

松
ま つ し た

下 定
さ だ ひ ろ

弘

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
難
聴

の
症
状
を
訴
え
る
人
が
増
え
て

い
る
。
難
聴
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
障
が
い
の
原
因
で
あ
り
、

社
会
的
孤
立
は
認
知
症
発
症
の

リ
ス
ク
要
因
も
あ
る
。
高
齢
者

が
社
会
の
一
員
と
し
て
末
長
く

活
動
で
き
る
た
め
に
は
、
補
聴

器
の
環
境
整
備
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
。

補
聴
器
の
積
極
的
な
　

活
用
支
援

補
聴
器
を
必
要
と
す
る
方

の
環
境
整
備
は

補
聴
器
利
用
の
周
知
に
つ

い
て
は
、
認
知
症
フ
ェ
ス

タ
な
ど
を
計
画
し
、
補
聴
器
の
展

示
や
体
験
会
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
健
師
等
が
地
域
の
サ
ロ

ン
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
で
周
知
を

実
施
し
て
い
る
。

補
聴
器
を
貸
し
出
す
こ
と

で
窓
口
対
応
の
充
実
化
に

つ
な
が
ら
な
い
か

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
各

窓
口
に
１
台
ず
つ
設
置
し
、

円
滑
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
た
い
。

問問 答答

ちょろちょろ川探険

いそうみ水ぞくかん
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一般質問一般質問

県内ボーリング実施は大丈夫か

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴
う
湧
水
は
、
全
量
大
井
川
に
戻
す
こ
と
が

合
意
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
県
境
を
越
え
る
ボ
ー
リ
ン
グ
実
施
に
よ
る
、
破
砕

帯
で
の
突
発
湧
水
な
ど
の
対
応
に
懸
念
が
あ
る
。

今
年
に
入
り
ボ
ー
リ
ン
グ

実
施
を
巡
っ
て
、
前
知
事

と
10
市
町
首
長
と
が
意
見
対
立
し

た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン

グ
計
画
の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
中
で
、
急
き
立
て
た
の

は
ど
う
し
て
か

田
代
ダ
ム
が
令
和
６
年
２

月
５
日
か
ら
同
７
年
11
月

ま
で
取
水
を
停
止
し
て
お
り
、
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
リ
ス
ク
を

回
避
・
低
減
で
き
る
期
間
に
入
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
井
川
流
域

10
市
町
首
長
の
総
意
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
は
断
層
破
砕
帯

で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
計
画
の

詳
細
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
５
月
13

日
の
県
専
門
部
会
で
そ
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。
遅
ら
せ
て
き
た
の
は

Ｊ
Ｒ
東
海
の
ほ
う
で
は
な
い
か

問問 答

９
月
６
日
の
県
専
門
家
会

議
で
は
、
ツ
バ
ク
ロ
発
生

土
置
場
の
直
下
に
断
層
の
可
能
性

が
明
ら
か
に
な
り
、
６
年
も
隠
ぺ

い
し
て
い
た
。
こ
れ
が
Ｊ
Ｒ
東
海

の
本
性
で
は
な
い
の
か

私
も
同
様
に
考
え
る
。

大
井
川
利
水
関
係
協
議
会

や
流
域
首
長
の
意
見
交
換

会
は
、
オ
ー
プ
ン
な
形
に
し
て
、

市
民
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
姿
勢

が
必
要
で
は
な
い
か

県
専
門
部
会
で
の
ボ
ー
リ

ン
グ
の
管
理
項
目
と
管
理

値
等
、
科
学
的
、
工
学
的
な
観
点

か
ら
リ
ス
ク
管
理
が
で
き
て
い
る

と
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
県
内
ボ

ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
回
答
し
て
い

る
。
ま
た
市
民
ト
ー
ク
に
お
い
て

説
明
し
て
き
て
い
る
。

以
前
か
ら
高
速
長
尺
先
進

ボ
ー
リ
ン
グ
実
施
を
す
べ

き
だ
と
言
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対

し
て
詳
細
な
こ
と
を
説
明
す
る
、

し
な
い
と
い
う
も
の
は
、
Ｊ
Ｒ
と

県
と
の
や
り
取
り
の
中
で
場
を
踏

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
速
長
尺
先
進
ボ
ー
リ
ン

グ
は
水
抜
き
と
言
わ
れ
て

い
る
。
湧
水
圧
を
調
査
し
て
透
水

係
数
も
含
め
て
明
ら
か
に
し
な
い

と
工
事
に
よ
る
正
確
な
流
出
量
が

予
測
で
き
な
い
。
求
め
る
べ
き
は

こ
こ
で
は
な
い
か

ボ
ー
リ
ン
グ
を
や
る
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、
水
圧

と
か
透
水
係
数
と
か
を
調
べ
る
。

水
量
調
査
を
行
う
べ
き
で
、
行
わ

な
か
っ
た
ら
、
こ
の
ボ
ー
リ
ン
グ

を
や
る
意
味
が
な
い
。

岐
阜
県
瑞
浪
市
の
リ
ニ
ア

ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
に
よ

る
、
井
戸
等
の
地
下
水
低
下
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
令
和
６
年

２
月
20
日
に
水
位
低
下
傾

向
を
確
認
し
、
岐
阜
県
に
は
２
ケ

月
以
上
経
過
し
て
報
告
す
る
な
ど

の
連
絡
の
遅
れ
と
、
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
中
断
せ
ず
、
発
生
後
の
対
応

に
も
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

問問

問問

答答

答答答

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

包括連携と納税効果

包
括
連
携
協
定
と
は
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
包
括
的
な
課
題
に
対
し
て
、
自
治

体
と
民
間
企
業
が
協
力
し
、
解
決
を
目
指
す
た
め
の
協
定
で
あ
る
観
点
か
ら
、

２
０
１
８
年
以
降
、
多
く
の
企
業
と
締
結
し
て
い
る
。
牧
之
原
市
包
括
連
携
協

定
と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
優
先
度
の
高
い
施

策
に
配
分
し
て
、
第
３
次
総
合
計
画
の
計
画
達
成
の
た
め
に
も
自
治
体
と
民
間

企
業
と
の
協
力
は
必
須
で
あ
る
。

包
括
連
携
の
活
動
実
績
と

効
果
は

現
在
は
18
件
。
今
後
も
必

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

お
互
い
に
プ
ラ
ス
と
な
る
連
携
方

法
を
模
索
し
積
極
的
な
事
業
連
携

を
図
り
た
い
。

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
大

会
で
の
使
用
方
法
は

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
連
携

を
図
り
、
県
の
社
会
人
リ

ー
グ
戦
や
少
年
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

戦
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、

安
全
性
、
利
便
性
が
向
上
す
る
こ

と
で
、
各
種
大
会
や
合
宿
を
誘
致

し
て
い
く
。

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て

は今
現
在
、
第
一
、
第
二
駐

車
場
で
１
９
６
台
あ
る
が
、

今
後
、
主
催
者
と
民
間
企
業
の
協

力
を
得
て
、
駐
車
場
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
取

り
組
み
と
人
材
派
遣
型
に

つ
い
て
の
考
え
は

毎
年
１
３
０
０
万
円
ほ
ど

寄
付
を
頂
い
て
い
る
。
人

材
派
遣
型
も
検
討
中
で
あ
り
、
先

導
モ
デ
ル
と
し
て
積
極
的
に
取
り

入
れ
た
い
。

賑
わ
い
創
出
施
設
と
し
て

の
活
用
方
針
は

令
和
５
年
度
相
良
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
年
間
利
用
者

数
は
約
２
万
８
０
０
０
人
で
あ
っ

た
。
目
標
と
し
て
、
年
間
40
の
大

会
や
リ
ー
グ
戦
の
開
催
を
見
込
み
、

年
間
利
用
者
数
を
７
０
０
０
人
増

の
約
３
万
５
０
０
０
人
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し

た
施
設
と
し
て
各
種
体
験
会
な
ど

を
開
催
し
、
賑
わ
い
創
出
を
図
り

た
い
。

問

問問

問

問

答

答答

答

答

木
き む ら

村 正
ま さ

利
と し

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

大
お お い し

石 和
か ず お

央

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
枝
村
匠
馬
選
手

を
輩
出
す
る
な
ど
、
男
子
・

女
子
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
長
い
歴
史
の
中
で
育

っ
て
い
る
。
よ
う
や
く
、
市

内
に
大
き
な
大
会
も
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
る
と
期
待
す
る
。

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
　

活
用
と
健
全
育
成

現在の相良総合グラウンド

人口芝グラウンドのイメージ写真
(参考：山宮ふじざくら球技場）

健康づくりの推進等に関する
包括連携協定の締結式の様子
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一般質問一般質問

市民意識調査結果と施策

当
市
で
は
「
市
民
意
識
調
査
」
を
毎
年
実
施
し
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

に
対
す
る
市
民
の
意
識
を
把
握
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
調
査
結
果
と
行
政
施
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

牧
之
原
市
で
の
暮
ら
し
に

つ
い
て

19
歳
以
下
の
定
住
意
欲
の

低
下
は
、
商
業
環
境
や
交

通
の
利
便
性
な
ど
を
重
視
す
る
傾

向
が
高
く
、
当
市
に
は
鉄
道
駅
や

駅
前
の
商
業
環
境
が
な
く
、
こ
こ

数
年
、
市
内
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
や

老
舗
店
舗
の
閉
店
な
ど
が
相
次

ぎ
、
商
業
環
境
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス

面
の
印
象
が
強
く
出
て
い
る
と
推

察
。
第
３
次
総
合
計
画
で
は
、
若

者
世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
具
体

策
で
あ
る
５
つ
の
重
点
戦
略
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
な
推
進
に
よ

り
、
課
題
解
決
を
進
め
る
。

産
業
雇
用
に
つ
い
て

当
市
へ
の
移
住
促
進
に
は
、

市
外
か
ら
の
通
勤
者
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
周
知
が
有
効
と

考
え
、
企
業
訪
問
の
際
に
、
移
住

向
け
の
支
援
制
度
の
周
知
、
移
住

ニ
ー
ズ
の
調
査
、
研
究
を
行
う
。

さ
ら
に
当
市
の
地
価
や
賃
借
料
が

低
価
格
で
あ
る
こ
と
や
、
住
宅
取

得
が
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、

市
内
の
企
業
と
連
携
を
図
り
、
さ

ら
に
周
知
に
努
め
る
。

問

問

答

答

牧
之
原
市
の
魅
力
に
つ
い

て総
合
的
に
分
析
す
る
と
、

大
茶
園
や
海
岸
、
農
海
産

物
な
ど
当
市
の
豊
か
な
地
域
資
源

が
、
市
民
に
と
っ
て「
当
た
り
前

の
景
色
や
味
」と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
、「
お
す
す
め
度
」

が
ア
ッ
プ
し
て
い
な
い
要
因
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源

が
、
地
域
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
市
内
情
報
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
視
点
を
持
っ
た
情
報

発
信
に
努
め
、
さ
ら
に
本
年
度
か

ら
新
た
に
取
り
組
む「
地
域
観
光

新
発
見
事
業（
ま
き
の
は
ら
サ
ー

フ
＆
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ア
ー
）」

を
起
爆
剤
と
し
、
魅
力
発
信
に
つ

な
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
を
市
民
に
も
周
知
、
認

識
に
つ
な
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り「
地
域
や
自
治
体
に
対
す
る
住

民
の
誇
り
や
愛
着
」な
ど
の
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
生
ま
れ
、「
牧

之
原
市
を
お
す
す
め
し
た
い
気
持

ち
」の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問答

地
頭
方
海
岸
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
他

の
エ
リ
ア
と
は
異
な
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
展
開
が
沿
岸
部
活
性
化

計
画
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
非
常

に
共
感
し
て
い
る
。
計
画
上
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
利
便
施
設
整
備
は

実
施
可
能
な
の
か
を
伺
う

海
上
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
エ

リ
ア
、
芝
生
を
利
活
用
し

た
エ
リ
ア
、
海
産
物
の
販
売
と
食

の
体
験
が
可
能
な
漁
業
エ
リ
ア
な

ど
と
い
っ
た
各
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

民
間
事
業
者
の
皆
様
に
も
参
画
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
方
向
性
が
ま

と
ま
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
る
。

問答

牧之原の海のいかし方

計
画
に
は
片
浜
・
鹿
島
地

域
の
駐
車
場
の
整
備
が
あ

る
が
、
片
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
近
く
の
駐
車
場
が
サ
ー
フ
ァ

ー
の
方
等
が
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

穴
が
ぼ
こ
ぼ
こ
に
な
り
、
そ
の
補

填
を
区
が
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
話
を
伺
っ
て
い

る
。
計
画
上
の
駐
車
場
の
整
備
に

は
該
当
し
な
い
の
か

片
浜
区
と
の
覚
書
で
は
施

設
整
備
は
区
で
実
施
す
る

と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ

う
は
い
っ
て
も
、
サ
ー
フ
ァ
ー
等

が
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
る
と
い

う
現
状
も
あ
る
の
で
、
整
備
支
援

も
少
し
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

市
民
の
中
で
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
を
趣
味
に
し
て
い
る

方
々
に
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
観
光
客
に
教
え
て
も
ら

い
謝
金
を
支
払
う
。
そ
の
よ
う
な

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
観
光
が
実
現

で
き
な
い
か

景
観
や
食
事
だ
け
で
は
な

く
て
、
や
は
り
体
験
を
す

る
こ
と
と
い
う
の
が
非
常
に
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
今
ど
の
よ
う
な
形
で
市

民
参
加
が
で
き
る
の
か
。
あ
る
い

は
民
間
の
事
業
者
が
、
ど
の
よ
う

な
形
で
投
資
で
き
る
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

問

問

答

答

牧
之
原
市
に
は
15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
岸
線
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源

で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
海
水
浴
客
が
年
々
減
少
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
牧
之
原
の
海
へ
足
を
運
ぶ
人
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
差
別
化
戦
略
を
講
じ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
た
め
、
質

問
す
る
。

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

名
な な み

波 和
か ず あ き

昌石
い し や ま

山 和
か ず み

生

○
そ
の
他
の
質
問

・
市
内
体
育
施
設
の
値
上
げ

・
沿
岸
部
台
風
対
策

市民意識調査結果（市HPより）

市民意識調査結果（市HPより）

牧之原市沿岸部活性化計画
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全文はこちら！全文はこちら！

提言書提言書を市長へ提出！
課題解

決へ！
課題解

決へ！

　調査研究にあたっては、「コミュニティ・スクール」「教員不足にかかる現状」「こども食堂および子
どもの居場所づくり」についての勉強会、CSD（コミュニティ・スクール・ディレクター）やこども食堂・
子どもの居場所を運営されている方々との意見交換などを実施し現状や課題の把握を行ったほか、先
進地視察も実施し、当市における課題解決に向けた具体的な方策について知見を深めてきた。
　牧之原市の全ての子どもの健やかな育ちと幸せのため、そして持続可能な牧之原市の未来を守るた
め、以下のとおり提言する。

　調査・研究にあたっては、市所管課との意見交換の結果、市の基幹産業でもあるお茶に焦点を当て、
「お茶を中心とした複合経営支援について」を主要な観点として調査研究を行うものとし、勉強会
等で確認できた各課題を基に、県外の先進地の視察を実施した。また、「波乗りレモン部会」との
市民会議を実施し、実際に複合経営している方々の生の声を聞き、より具体的な課題や支援の必要
性を感じた。
　牧之原市におけるお茶文化を後世まで引き継いでいくためにも、茶業の復活と安定した農業の振
興を図っていく必要があることから、以下のとおり提言する。

総務建設委員会 文教厚生委員会

地域資源をいかした農業振興について（要旨）
子どもの未来をつくるための環境整備について（要旨）

１．子どもの居場所づくりについて
・ 教育機関、地域団体、行政が一体となり、柔軟かつ迅速な支援体制の構築を目指す「牧之原市版 

子どもの居場所づくり計画」を策定すること。なお計画策定にあたっては、以下の内容を含め検
討すること。

　ア　 さまざまな種類の子どもの居場所が連携し、競合することなく補完し合える環境の構築。ま
た、地域のコミュニティセンター等を活用した居場所の設置。

　イ　資金や食材の確保、広報などの課題に対し、支援が行える総合的なサポート窓口の設置。
　ウ　 ふるさと納税や企業・団体からの寄付金などの活用促進や、地元飲食店や農家、企業との連

携など持続可能な支援体制の構築。
　エ　全ての小学校区に１カ所以上の子ども食堂設置を目標とした支援。

１．複合経営支援について

・ 古民家を活用するなどした、技術面の指導のみならず就農後の農家としての生活が体験できる
宿泊型の研修施設の整備について検討すること。

・小規模農家に対する必要な支援策について検討すること。
・ 農地の非農地化について、国や県への働きかけのほか、土地改良事業による宅地を含む非農地

区域の設定等を活用するなど、新規就農者が生活できる環境の構築に向けて検討を進めること。
・ 外国人を雇用している農家および今後外国人の雇用を考えている農家に向け、必要な支援を行

うこと。

・ 茶園の基盤整備事業を活用して有機栽培推進エリアを設定するなど、有機栽培の促進について
検討するとともに、有機栽培を推進する農家への支援を図ること。

・ 近隣市では、生産者が安心感と公平感を持って経営を持続的に行えるよう取り組んでいる。当
市においても、茶価の安定、経営の持続性といった同様の課題があるものと認識していること
から、当該取り組みについての検証を行うこと。

・ 県および県内各生産地と連携し「静岡茶ブランド」の付加価値の向上に向けた取り組みを行う
こと。

・ 大手飲食店・地元飲食店・産学官などが連携したオリジナルブランド商品の開発を推進すると
ともに、情報発信する仕組みや各種イベントでの周知等、幅広く知っていただくための環境の
構築についても検討すること。

・   牧之原大茶園の景観をいかした観光ルートの開発やツアーの実施
について、関係者と協議すること。

・高収益作物の振興について、多種多様な補助メニュー等の整備を検討すること。
・ 「波乗りレモン」のブランド力が上がることで牧之原市産のお茶の価値も上がっていくと考え

ることから、生産から販路開拓に至るまでの多角的支援について検討すること。

２．担い手不足対策について

３．販路および消費拡大と情報発信について

４．景観および観光にについて

・CSDの専門性を高め、地域住民や保護者が学校運運営に参画できるような仕組みを検討すること。
・ ボランティア活動にかかる研修の機会などを設け、地域住民が気軽に参画できる仕組みを検討す

ること。またサポーターメンバーとして子どもたちを加え、地域愛を育てる活動を推進すること。
・ 新しい義務教育学校のコミュニティ・スクールが円滑に進むよう、体制整備等の計画を策定し、

各校の特色などを尊重しつつ、広域的な連携を強化すること。
・ 新しい義務教育学校については地域に開かれた学びと成長の拠点として、コミュニティ・スクー

ルの仕組みをいかせる施設整備を進めること。

・ 子どもたちの教育を担う教員がいきいきとした学校生活を送ることができる教育現場の構築が重
要である。教員のワークライフバランス改善のため、外部人材
を積極的に活用し、業務負担軽減を図るよう検討すること。

・   当市に教員の採用権限はないが、教職につきたい人がその魅力
や心構えを学べるほか、当市の教育環境を知ってもらい、当市
で教員として働きたいと思えるような教員育成の取り組みを検
討すること。

２．コミュニティ・スクール(CS)について

３．子どもたちの教育を担う教員確保について

　総務建設委員会・文教厚生委員会において、調査・研究した結果に基づいて市長・教育長へ提言
書を提出しました。提言書全文はＱＲコードから確認いただけます。
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文教厚生
委員会

コミュニティー・スクール(小中一貫校でのコミュ
ニティー・スクールの取り組み)について
こども食堂・子どもの居場所づくり事業について
コミュニティー・スクールについて
こども食堂について
教員の人材確保に向けた施策について
子どもの居場所づくり「支援の輪」サポート事業について

８月21日	 岡山県	岡山市

	 	 岡山市社会福祉協議会
８月22日	 兵庫県	明石市

８月23日	 京都府	京都市

今
回
の
視
察
先
３
市
は
、
政
令
指

定
都
市
、
中
核
市
で
あ
り
、
当
市

と
は
規
模
は
違
い
ま
す
が
、
子
育

て
や
教
育
に
関
し
て
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
視
察

研
修
内
容
を
当
市
に
あ
っ
た
施
策

と
な
る
よ
う
政
策
提
言
に
生
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
教
厚
生
委
員
長　
谷
口
恵
世
）

岡
山
県
岡
山
市

岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

兵
庫
県
明
石
市

京
都
府
京
都
市

　

岡
山
市
で
は
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の

間
を
「
岡
山
型
一
貫
教
育
」
と
し
、
縦

の
つ
な
が
り
や
学
び
の
連
続
性
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
ま
た
中
学
校
区
ご
と
に

「
連
絡
会
」
を
設
置
し
、
横
の
つ
な
が

り
や
地
域
協
働
学
校
の
視
点
を
踏
ま
え

た
意
識
向
上
な
ど
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
協
働
学
校
活
動
に
よ
り
、「
連
携
」

か
ら
「
一
貫
」
へ
と
い
う
意
識
が
高
め

ら
れ
た
り
、
地
域
の
方
に
学
校
の
取
り

組
み
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
り
と
さ
ま

ざ
ま
な
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

岡
山
市
で
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
に
か
か
る
事
業
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
居

場
所
の
立
ち
上
げ
に
か
か
る
助
成
金
の

案
内
や
居
場
所
の
運
営
に
か
か
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

市
内
で
は
各
小
学
校
区
に
１
カ
所
以
上
、

57
団
体
（
令
和
６
年
８
月
現
在
）
に
よ

る
子
ど
も
の
居
場
所
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

明
石
市
は
「
子
ど
も
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
市
独
自
の
子
育

て
に
か
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
い
、

11
年
連
続
で
人
口
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
ど
も
食
堂
に
お
い
て
は
、
市
が

子
ど
も
の
支
援
活
動
に
特
化
し
た
こ
ど

も
財
団
を
設
立
し
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

こ
ど
も
食
堂
運
営
な
ど
に
対
す
る
細
か

な
支
援
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

て
も
、
全
て
の
小
学
校
区
に
設
置
さ
れ

て
い
る
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
市
教
師
塾
は
、
教
員
の
確
保
と

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
策

で
あ
り
、
対
象
者
拡
大
や
講
座
の
充
実
、

全
国
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
新
設

な
ど
を
行
い
、
入
塾
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
現
在
働
い
て
い
る

教
員
の
多
忙
化
の
解
消
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
「
支
援
の
輪
」
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
、
市
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
、
居
場
所
の
拡
充
や
運
営
支
援
、

啓
発
活
動
、「
気
づ
き
の
窓
口
」
サ
ポ

ー
ト
な
ど
を
行
い
、
市
内
の
居
場
所
に

対
し
、
民
間
や
各
団
体
の
自
主
的
活
動

を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。京都市での研修の様子

明石市での研修の様子

岡山市での研修の様子

視察研修報告視察研修報告市民
会議 市民から生の声を聞く！

【
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
】

●
お
茶
と
他
の
作
物
と
の

　
複
合
経
営
に
つ
い
て

●
販
路
に
つ
い
て

●
担
い
手
不
足
に
つ
い
て

【
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
】

●�

こ
ど
も
食
堂
お
よ
び
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
活
動
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

●
課
題
に
つ
い
て

　
今
回
、
複
合
経
営
と
し
て
市
内
で

レ
モ
ン
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
波
乗

り
レ
モ
ン
部
会
の
方
々
と
意
見
交
換

の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
現
状
を
知

る
と
と
も
に
課
題
等
の
把
握
を
行
い

た
い
と
考
え
、
意
見
交
換
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
レ
モ
ン
の
栽
培
を
茶
の

農
閑
期
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
点
か
ら
、
茶
農
家
の
多
い
牧
之
原

市
に
お
い
て
は
、
茶
と
レ
モ
ン
の
複

合
経
営
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と

や「
波
乗
り
レ
モ
ン
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

販
路
の
拡
大
の
方
針
に
つ
い
て
お
伺

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
担
い
手
不
足
に
つ
い
て

は
、
天
候
に
収
穫
量
が
左
右
さ
れ
る

点
か
ら
収
入
の
不
安
定
性
や
新
規
就

農
者
を
確
保
す
る
た
め
の
宅
地
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
荒
廃
農
地
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
地
の
非
農

地
化
を
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
頂
き
ま
し
た
ご
意
見
を
参

考
に
、
10
月
２
日
に
市
長
へ
提
言
書

を
提
出
し
ま
し
た(

詳
細
は
17
ペ
ー

ジ
参
照)

。
今
回
の
提
言
が
茶
業
の

復
活
と
安
定
し
た
農
業
の
振
興
を
図

る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は

地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
市
内
で
こ

ど
も
食
堂
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
の
運
営
を
さ
れ
て
い
る
方
々

か
ら
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
伺
う

た
め
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
居
場
所
づ
く
り
の
運

営
に
か
か
る
資
金
や
場
所
、
開
催

情
報
の
周
知
方
法
に
関
す
る
課
題

な
ど
に
対
し
、
率
直
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
頂
き
ま
し
た
ご
意
見
を

参
考
に
、
10
月
２
日
に
市
長
お
よ

び
教
育
長
へ
提
言
書
を
提
出
し
ま

し
た（
詳
細
は
16
ペ
ー
ジ
参
照
）。

今
回
の
提
言
が
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
つ
く
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
総
務
建
設
委
員
会
で
は
、
所
管

事
務
調
査
事
項
を「
地
域
資
源
を

い
か
し
た
農
業
振
興
に
つ
い
て
」

と
定
め
て
調
査
、
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
所
管

事
務
調
査
事
項
を「
子
ど
も
の
未

来
を
つ
く
る
た
め
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
」と
定
め
て
調
査
・
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

総
務
建
設
委
員
会

×

波
乗
り
レ
モ
ン
部
会

文
教
厚
生
委
員
会

×

こ
ど
も
食
堂
・

子
ど
も
の
居
場
所

【
開
催
日
】

令
和
６
年
７
月
30
日

【
参
加
者
】

波
乗
り
レ
モ
ン
部
会

【
開
催
日
】

令
和
６
年
７
月
17
日

【
参
加
者
】

こ
ど
も
食
堂
お
よ
び
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
に
ご

尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
様

意見交換の様子
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牧
之

原
市

議
会

だ
よ

り
発

行
／

静
岡

県
牧

之
原

市
議

会
　

　
編

集
／

議
会

広
報

特
別

委
員

会
住

所
／

〒
421-0592 静

岡
県

牧
之

原
市

相
良

275
番

地
　

電
話

0548（
53）

2650　
FAX0548（

52）
1116

市
議

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.m

akinohara.shizuoka.jp/site/gikai 
市

議
会

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
gikai@

city.m
akinohara.lg.jp

牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
「牧之原市議会だより」は再生紙を使用しています。

令
和
６
年
９
月
定
例
会
も
10

月
２
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
決
算
審
査
、
補

正
予
算
審
査
。
ま
た
、
８
名
の

議
員
が
市
長
に
対
し
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
議
会
広
報

特
別
委
員
会
で
は
、
で
き
る
だ

け
市
民
の
方
々
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
委

員
全
員
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
変
わ
る
広
報
紙
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

（
木
村
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

種
茂　

和
男

　

副
委
員
長　

絹
村　

智
昭

　

委
員　
　
　

松
下　

定
弘

　
　
　
　
　
　

木
村　

正
利

　
　
　
　
　
　

谷
口　

恵
世

　
　
　
　
　
　

石
山　

和
生

編
集
後
記

今号の表紙
【静波保育園】

今年の運動会は、オリンピックをテ
ーマに行いました。「オリンピック選
手のように≪本気で頑張る≫とカッコ
いいね」とバルーン・竹馬・ダンス・
リレーなど年長さんらしくみんなで
力を合せて頑張りました。
秋晴れの中、笑って泣いていい思い
出が出来ました。

11月定例会の日程
議会を傍聴してみ

ませんか

提案説明  
通告質疑

審議・採決

※補正予算連合審査会　12月16日（月）

※13日は一般質問者数が
　13人以上の場合

11月26日（火）
12月  6日（金）

11日（水）
12日（木）
13日（金）
20日（金）

一般質問｝
９

月
定

例
会

号
令

和
6年

第
76号

牧之原市ＩＣ北側土地区画整理事業施工地を
全議員で視察しました！

議員勉強会を開催しました！

牧之原市 IC 北側土地区画整理事業において、住宅用地の造成工事か完了
したことに伴い、９月２日に施工地を全議員で視察しました。牧之原市 IC
北側土地区画整理事業は既存市街地・沿岸部の活性化と高台開発を推進し
各エリアを効果的にネットワークでつなぐ「富士山型ネットワーク」へと
つながるものであることから、引き続き進捗について注視していきます。

９月２日に再審法に関する現状や課題等について学び、今後
の市議会における対応の参考とすることを目的に静岡県弁護
士会の大多和暁弁護士 ( 同会再審法改正実現プロジェクトチ
ーム座長 )、葦名ゆき弁護士 ( 同副座長 ) を講師にお招きし、

「再審法改正について」と題して、議員勉強会を開催しました。
　刑事訴訟法の再審規定の目的は「無

む

辜
こ

〈無実の者〉の救済」
であるということや再審に係る手続きの長期化の要因についてご説明いただくとともに、近年活発と
なっている再審法改正に向けた動き等についても解説いただきました。
　今回の勉強会の内容も参考に検討を行い、９月定例会最終日 (10 月２日 ) に「刑事訴訟法の再審
規定 ( 再審法 ) の改正を求める意見書」が議員発議により提案されました。( 賛成多数で可決となり
ました。)

もっと市議会を知ろう！

牧之原市　議会中継 検索 クリック
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は全て公開です。

録画配信を見る 
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ただけます。

ホームページで
本会議や委員会の
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できます。


